
丘陵地の林内にややまれに生える多年草。茎は直立して高さ15-25cm、4角で、稜上には上向きに細毛が

生える。地下茎は細くて匍匐する。葉は広卵形から卵心形で長さ1-2cmになり、幅0.8-2cm、縁には粗い鈍

鋸歯があり、基部は浅心形、両面に細毛があり、葉柄は長さ1-2cm。花期は5-6月。花序は短く、花はまば

らにつき、花冠は長さ2-2.5cm、青紫色で基部で折れ曲がってほぼ直角に立ち上がる。萼は長さ2.5-3mm

で腺毛がある。

県内では2ヶ所で知られており、1ヶ所は生育が良好で

あるが、1ヶ所でしか現存が確認されていない。分布の
西限。

生育地である樹林の保全が重要である。
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